
【調査報告書の見方３】 

 調査報告書は、企業の与信管理を行う上で参考となる資料です。沿革・労務・設備状

況の概要を知る上で必要なデータが掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・企業の経歴、年表です。

個人企業から法人化

した際や代表者の交

代、資本金の増減資な

ど、企業の節目に相当

する内容が掲載され

ています。 

・代表者や本社地の変更

が頻繁に行われてい

る場合など注意する

必要があります。 

・従業員の構成内容を掲

載しています。平均年

齢歴が極端に高いな

どの場合、企業の将来

性に問題がある場合

もあります。 

・また、従業員数の急激

な変化や正社員とア

ルバイトとのバラン

スも確認する必要が

あります。 

・本社(店)所在地をはじめ、支店や営業所、倉庫などの事業所設備状況が掲載され

ています。不動産の面積や所有者も掲載されています。 

・事業拡大に向けて計画的な設備投資は必要ですが、市況環境を鑑みるとそのリス

クも考慮しなければなりません。無謀とも思える投資活動を行っていないかチェ

ックする必要があります。 

・また、遊休不動産の有無や本業以外への不動産活用なども把握しておくと、企業

の今後の方向性が見えてくることになります。 

・不動産以外の設備状況についても掲載されています。機械設備などを把握するこ

とで、メーカーなどの場合その生産能力を推し量ることができます。 


